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ご挨拶

ご挨拶
Accelerating your success

社長 Dr. Herbert Hanselmann

1)  メカトロニクスとは機械、電子、ITの各要素を統合してインテリジェントなシステムを形成することです。

1988年当時、どんな車を運転していたか
覚えていますか。今日多くの車に搭載され
ている普通の機能が、当時はまだどの車
にも装備されていませんでした。その頃、
ABSを搭載した車はごく小数でしたし、
GPS、ESP、エアバッグ、レインセンサ、パー
キングアシストなどを搭載した車はまだ登
場していなかったはずです。

エレクトロニクスは自動車産業に大きな
変化をもたらしました。電子制御により安
全性、排出ガス、快適性が劇的に向上し
ました。さらには、システムの複雑化が進
む一方、開発時間は以前より短くなってい
ます。

技術的な可能性を見越し、他に先んじて
その技術に取り組んだ企業が世界市場で
の成功を収めています。dSPACEを設立
した 20年前、私たちのビジョンは、やが
てメカトロニクス 1)の時代が到来し、メ
カトロニクス向けの開発ツールが必要に
なるに違いない、というものでした。この
ような展望から、ラピッドプトタイピング
や HIL（Hardware-in-the-Loop）シミュ
レーションなどのキーテクノロジが生ま
れました。20年前に、当社はこのような
先駆的なテクノロジで話題を集めました。 

今日私たちは、メカトロニック制御システ
ムの開発とテスト用ツールのリーディング
カンパニーとして成長しました。dSPACE
の電子制御ユニット（ECU）開発環境は、
多くのお客様にとって標準的なツールと
なっています。dSPACEの事業は急成長
し、今では当社のツールを利用していない
自動車メーカーは一社もないと言っても過
言ではありません。

しかし変わらないことが一つあります。 
それは今でも私たちが、ECU開発の無限
の可能性に情熱をもって取り組んでいるこ
とです。それが次々と新しい製品を創り出
す、私たちの原動力となっています。集中
力と想像力も重要です。900人以上の熱
心な専門家チームの思考と行動のすべて
が、お客様のニーズへと向けられています。

2028年には車がどのようになっているの
か、私には分かりません。しかし私が確信
をもって言えることは、主要な電子システ
ムの多くが、dSPACEの製品を使用して
開発されているだろうということです。

そのような未来の到来に、期待を抱いて
おります。
社長 Dr. Herbert Hanselmann
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企業理念

企業理念
Embedded Success

お客様を成功に導くお手伝いをすること。
これが dSPACEの企業理念です。

当社の製品を使用することにより、電子制
御ユニット（ECU）やメカトロニック制御
のためのソフトウエアソリューションの開
発およびテスト期間を短縮できます。また
新しいアプローチの発見と調査の支援も
いたします。自動車や飛行機など、エンジ
ニアが作業するあらゆる分野で、dSPACE
の製品が使用されています。当社のスロー
ガン「Embedded Success」は、誇張では
ありません。お客様の開発プロジェクトが
スピードアップし、テストの安全性が向上し
ます。サポートの対応は迅速で、世界中で
サービスを受けられます。dSPACEは最先
端のツールとサービスでお客様をより一層
の成功に導くお手伝いをします。
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会社沿革

20年の実績とさらなる展望
Over 20 Years of Experience and Plenty of Future

革新は dSPACEの変わることのない伝統
です。そして今後も革新を続けて行きます。 
私たちは常に最先端の技術を追求し、
ECUとメカトロニック制御システムの開発
およびテストの効率化と改善、加速のため
に斬新なアイデアを生み出すことに取り組
んでいます。

今では当然だと思われている多くのテクノ
ロジは、20年前には革新的な開発として、
注目されました。その開発を支援してきた
のが dSPACEです。
例として、新しい ECUソフトウエアの実
車における妥当性の確認（ラピッドプロ

トタイピング）や、シミュレーション環境
での ECUテスト（HILシミュレーション）
など、この分野におけるキーテクノロジ
の基礎を築いてきました。また、当社の
TargetLinkは、MATLAB®/Simulink®開
発環境向けの、初めての量産コード生成
ツールでした。

テクノロジのリーダーとして私たちの目標
は、今日また明日と着実に一歩ずつ前進し
ていくことです。私たちは、お客様が業界
の先頭に立ち、その地位を維持したいと
望むときに、頼りにされるような開発パー
トナーとなることを目指しています。

1988 	

DSPに基づく制御工学／ 

メカトロニクス向けの最初
のリアルタイム開発システム

1989 	

最初の HIL（Hardware-in-

the-Loop）シミュレータ

1990 	

浮動小数点プロセッサ
を備えた最初のリアル
タイム開発システム

1992 	

RTI：MATLAB/Simulinkに
接続する最初の 

リアルタイムシステム

1994 	

リアルタイム開発 

システム向けの最初の 

マルチプロセッサ
ハードウエア

1995 	

ABS/ESPテストベンチ 

向けの最初のターン
キー HILシミュレータ



   

会社沿革

1988  dSPACEドイツのパーダーボルンに設立
1991 米国に dSPACE Inc.設立
1992  The MathWorks社と提携
1995  dSPACE最初の自社社屋を建設
1998   従業員数 100人となる
 ASAM e.V.に設立メンバーとして加盟
2000  ミュンヘン近郊にプロジェクトセンター設置
2001   フランスに dSPACE Sarl設立
 イギリスに dSPACE Ltd.設立
 シュトゥットガルト近郊にプロジェクトセンター設置
 FlexRayコンソーシアムに加盟
2004  AUTOSARにプレミアムメンバーとして加盟
2005  従業員数 500人となる
2005  Frost & Sullivan Award「Leading Manufacturing Test Company of the Year」を受賞
2006  日本に dSPACE  Japan 株式会社を設立
2007  科学・工学系学生の研究を奨励する社会貢献プログラム：ProMINTイニシアチブ発足
2008  dSPACE設立 20周年

1995 	

ABS/ESPテストベンチ 

向けの最初のターン
キー HILシミュレータ

1996 	

最先端のプロセッサを 

備えた世界最速の 

シミュレーション
ハードウエア

1998 	
実負荷を使用した 

最初の HIL シミュレータ
MicroAutoBox： 

実車での使用に適した 

プロトタイピングシステム

1999 	
TargetLink：MATLAB/

Simulinkに基づく最初の
量産コード生成ツール

2004 	
リニアラムダプローブ
のシミュレーション用
シグナルコンディショ
ニングモジュール

2005 	
RapidPro：シグナル 

コンディショニング 

およびパワーステージ
ASM：自動車用リアルタイ
ムシミュレーションモデル

2007 	
SystemDesk：複雑な 

ECUソフトウエア 

アーキテクチャの開発

会社沿革
7
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dSPACEチームスピリット

dSPACEチームスピリット
Think together, think it through, think deep

各自の任務に全力をつくし、新しいアイデ
アを見つけ出すこと。不可能に見えること
を可能にすること。リーダーとなる意志を
持ち、国際チームの一員として働くこと。 
そして学び合うこと。こうしたチームワーク
が dSPACEの社風です。

わずか20年で、エンジニアの小さなグルー
プが国際的に成功を収める企業へと成長
を遂げました。しかし設立当初のパイオニ
ア精神、すなわち革新を生み出し他社に
先駆けようとする熱意は今でも強く持ち続
けています。そして自由でフラットな組織
とオープンで親密な社風は健在です。

このような社風がモチベーションとなり、
世界中で 900人以上の dSPACE社員
が、熱心に開発業務に取り組んでいます。 
最先端の製品群のみが私たちの成功理由
ではありません。dSPACEチームがお客様
に提供するサポートが、同じように重要な
役割を果たしています。当社の目標は、プ
ロジェクトが成功するまで、お客様一人一
人にできるだけ親身になって協力すること
です。私たちはすべてのエンジニアリング
サービスを通じて、導入プロセスが完了し、
運転が軌道に乗るまで、お客様のご要望
におこたえします。



dSPACE製品およびサービス

ECUの適合：
The Finishing Touches
ECUパラメータの微調整は、車載 ECU開発
の日常作業であり、dSPACE適合システムは
その作業を効率化するツールです。ハード
ウエアおよびソフトウエアコンポーネントを、
dSPACE ツールチェーンに柔軟かつシームレ
スに統合できるので、お客様は、実車やラボ
で容易に適合タスクを処理することが可能
になります。

エンジニアリング：
Solution Competence from dSPACE
dSPACEでは、プロジェクトを速やかにスター
トさせるターンキーシステムを提供しています。
カスタムソリューションを提供するとともに、多
数の dSPACEエンジニアが蓄積したノウハウに
より導入前後をサポートします。dSPACEのお
客様は、自社システムを使用して短期間のうち
にプロジェクトを開始できます。これはプロセ
スに要する時間と費用の節減になります。

HIL（Hardware-in-the-Loop）：
For the Test You Need the Best
人間はテストを常時監視してエラーをすべ
て検出することは不可能です。dSPACE HIL
（Hardware-in-the-Loop）シミュレータは、
最も要件の厳しいテストにも対応し、一日
24時間、週 7日のテストでもエラーを見逃
しません。機能テストや、システムテスト、ま
たはネットワークテストなど、あらゆる ECU
エラーをすべて検出します。HILシミュレータ
は、徹底的なテストを行った場合でもテスト
プロセスを短縮し、またソフトウエアの品質
が保証されるため、費用の節減になります。

カテゴリ： ECU適合、ラピッドプロトタイピング
製品：   dSPACE適合システム dSPACE MicroAutoBox
用途： ディスタンスコントロール
利用効果：  安全性を強化するための運転支援システム

カテゴリ： エンジニアリング、HILテスト
製品：  ユーザ固有の装置を接続した dSPACE 

シミュレータ
用途：  ドライブトレイン、ビークルダイナミクス、

運転支援、快適システムの電子制御
利用効果：  複雑な ECUネットワークテスト用の柔軟な

シミュレーションテストベンチ。常に先進
的な開発および拡張が可能

dSPACE

システム 
アーキテクチャ

HILテスト

ECU
の適合

エンジニアリング
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SystemDeskによるシステムアーキテクチャ
の構築：
See Today What's Coming Tomorrow
自動車制御ソフトウエアは、複雑化の一途
をたどっています。開発者はさまざまな課
題に直面しています。そのような課題に対
する dSPACEの答えが、SystemDeskです。
複雑な問題を単純化し、車載電子システ
ムおよびサブシステムの開発を合理化す
るためのツールです。 ラピッドプロトタイピング：

Get Your Ideas Up and Running
1つのアイデアから最終的な制御システム
へと至るプロセスは、多くのタスクが含まれ
る長い道のりです。しかし、そこには近道が
あります。dSPACEのハイエンドプロトタイピ
ングシステムを使用すると、制御ロジックの
開発は、試験施設で、テストベンチ上で、実
車や飛行機上でと、より早くより簡単になり
ます。

カテゴリ： HILテスト、ラピッドプロトタイピング
製品：  dSPACEのモジュール型ハードウエア
用途：  成層圏天文台のドア制御
利用効果：  極限状態での正確なドア駆動 

メカニズム

カテゴリ： ECU自動コード生成
製品：  dSPACE TargetLink
用途： 四輪駆動車向けシャシーコントロール
利用効果：  走行状況に応じて車両の姿勢を制御するアクティブ

シャシー

カテゴリ： ラピッドプロトタイピング
製品： dSPACE MicroAutoBox
用途： 自律走行が可能な無人車両
利用効果：  極限状況における実車の動作テスト

TargetLinkによる量産コード生成：  
100 % Efficiency, 200 % Speed 
1999年のリリース以来、dSPACEの量産コー
ド生成ツール TargetLink は、目覚ましい成
功を収めてきました。自動車業界および航
空宇宙産業の主要なお客様にご利用頂い
ています。

カテゴリ： HIL テスト
製品：   dSPACEシミュレータ
用途：   ドライブトレイン、ビークル 

ダイナミクス、運転支援、快適
システムの電子制御などをネッ
トワーク接続したシミュレータ

利用効果：  開発期間の大幅な短縮、柔軟な
テストシステム

dSPACE

システム 
アーキテクチャ

ラピッド 
 プロトタイピング

ECU
自動コード生成

HILテスト

11
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トータルサポートサービス
The No-Worries Package

最高のサポートは最高の製品と同等に重
要であると考えています。エンジニアリング
に関する事前のアドバイスから導入後のサ
ポートまで、dSPACEチームのスピードと
専門的なノウハウ、そしてプロジェクトが
順調に軌道に乗るまで絶対に諦めない姿
勢は、常にお客様に強い印象を与えます。

No-Worries Packageは、お客様の個々
のご要望を正確に理解し対応する事です。
あるお客様は、すべて設定済みのターン
キーシステムを注文し、同時に当社のエン
ジニアからのサポートと現地でのトレーニ
ングをご要望になり、また他のお客様は、
システム設定に関するアドバイスをご希望
で、専用インターフェースの作成支援を必
要とするなど、さまざまなニーズに対応す
る必要があります。
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安心トータルサポートサービス

テストシステムを世界中でご利用いただいている企業の一例

当社のエンジニアリングサービスは、すべ
てのお客様が当社のツールを早急に、円
滑に、独力で使用できるようになることを
目的としています。知識と熱意にあふれる
数百名のエンジニアが、すべてのお客様の
ニーズにお応えします。dSPACEが世界中
で展開している迅速な対応、効率的なサ
ポートチーム、製品の短期集中トレーニン
グなどにより、お客様はプロジェクトの立
ち上げから稼働まで短期間のうちに行う
ことができます。

産業界の開発パートナーとしてdSPACEは
標準的な製品だけでなく、特に ECUテス
トの分野でユーザ固有の要求に個別に対
応し、すぐに使用可能なシステムも提供し
ています。dSPACEツールチェーンを開発
プロセスに統合する場合や、個別の新製
品やプロセスを使用する場合、あるいは
dSPACEシステムの保守と調整が目的でも
当社のエンジニアリングチームが、ツール
とシステムが効率的に使用できるように、
常に徹底した信頼のおける迅速なサポート
を行います。
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dSPACEの適用分野
Travel Safe with dSPACE

世界中の様々な自動車開発現場でdSPACE
製品は利用されています。グローバル展開
している主要な自動車メーカーで利用され
ている主な理由は、当社のハードウエアお
よびソフトウエアソリューションが、メカト
ロニック制御システムの開発とテストプロ
セスを加速するからです。また変化が激し
い競争社会では、効率性と生産性がかつ
てない程重要になっていることも理由に挙
げられます。

自動車業界のシステムパートナーとして、
dSPACEは長年にわたり包括的な開発環
境を提供してきました。dSPACEの標準化
された開発システムによって、開発フェー
ズは体系化され、短縮されました。当社
は、アーキテクチャベースのシステム設
計から、ブロック線図ベースのラピッドプ
ロトタイピング、量産コードの自動生成、
HILテスト、そして適合まで開発のあらゆ
るプロセスをサポートします。

dSPACE製品適用分野

自動車メーカー

自動車サプライヤ

研究開発機関（大学を含む）

航空宇宙産業

その他産業、エンジニアリング
サービス企業など



当社のお客様

当社のお客様（dSPACE主要取引先）

Porsche
PSA Peugeot Citroën
Raytheon
Renault
SAAB
SAIC
Scania
Schaeffler
Siemens
スズキ
Tata
トヨタ自動車
TRW
Turbomeca
Valeo
Visteon
Volvo
Volkswagen
WABCO
ヤマハ発動機
ZF

アドヴィックス
Airbus
Atena
Audi
AVL List
Behr-Hella
Bentley
BMW
Boeing
BorgWarner Automotive
Bosch
ブリヂストン
Bugatti Engineering
Caterpillar
Changan Automobile
Chrysler
CLAAS 
CNH
Continental
Cummins
Centro Ricerche Fiat
DAF

Daimler
Delphi
デンソー
Detroit Diesel
Deutz
Dongfeng
EADS
Eaton
ELASIS
FAW 
FEV 
Fiat
Ford
富士重工業
GE
General Dynamics
GKN Driveline
GM
Goodrich
Hella
日野自動車
Hispano-Suiza

日立製作所
本田技術研究所
Hyundai
IAV
International Truck and Engines
いすゞ自動車
Jaguar Land Rover
ジヤトコ
John Deere
LIEBHERR-AEROSPACE 
Magna Powertrain
MAGNA STEYR
Magneti Marelli
MAN
マツダ
三菱自動車工業
Moog
NASA
日産自動車
Northrop Grumman Corporation
Opel
PACCAR

15

（アルファベット順、敬省略）
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お客様とともに

dSPACEは、様々なプロジェクトの開発
パートナーとしてお客様に評価されてい
ます。dSPACEが、20年以上にわたって
ECU開発の最適化に革新的な活動を行っ
てきたことを考えると、これはそれほど驚く
べきことではありません。当社は包括的な
最先端の開発環境を提供し、その適用ノウ
ハウは当社エンジニアのお客様へのサポー
トを通じて蓄積されてきました。

当社のサービスエンジニアリングチーム
は、すべてが確実に軌道に乗るまでお客
様をサポートすることを、最大の目標にし
ています。それは dSPACEが、お客様と
の長期的で協力的なパートナーシップを
築くことを目指しているからです。

お客様とともに
Working Together

dSPACE User Conference
お客様の展望や新しいテクノロジについ
て情報交換する場となっており、製品と
サービスを最適化するための新しいアイ
デアを私たちは毎回、お客様から得てい
ます。

Communicate. Respect. Trust. Listen： 
この 4つの言葉の積み重ねが協力関係を
成功へと導きます。



      

お客様の声
「dSPACEのネットワークシミュレータで実現した新しいバーチャルビークルにより、単一
のテストシステムを使用して、診断機能を含むすべての ECU機能を体系的かつ高い信頼
性でテストすることが可能になりました」

 酒井邦宏、三菱自動車

「ベストサポートにもオスカー賞があるなら、dSPACEがきっと受賞するでしょう」

 Heiko Hägele、ZF

 「dSPACEツールによる AUTOSAR規格へのサポートと、dSPACEとの緊密な協力のおかげ
で、わたしたちは AUTOSARの導入に成功しました」 

	 Dr. Karsten Schmidt、AUDI AG

「TargetLinkを使用することで、BMWグループの高度な要件を満たす、分散型コントロー
ラのシステム非依存機能モデルに対する量産コードを生成することができました」 

 Florian Büttner、 BMW AG

「学校の成績にたとえるなら、トップクラスです」

 Dieter Roth、 EADS Eurocopter

「今朝からdSPACE GmbHは私のお気に入りの会社になりました。すばらしいサポートをし
ていただきました」

 Josef Reill、 University of Erlangen-Nürnberg、ドイツ

「すべてが順調です。dSPACEのツールのファンになりました」

 Antoni Ferré、 Lear Corporation

「dSPACEのサポートに感謝します。的確で迅速な対応に満足しています」

 Hubert Gattringer、 Johannes Kepler University、リンツ、オーストリア

dSPACE User Conference：お客様と意見を
交換し、貴重な事例を拝聴できる機会は、
当社にとって有意義な時間です。

17
お客様とともに
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標準化への取り組み
Setting Standards

今日の自動車では、高度なエレクトロニク
スがドライバーと乗員に安全性と快適性
を提供するカギとなります。それはまた、
新しい ECU ソフトウエアの開発とその高
度な統合が必要となることを意味します。 
そして製品寿命のサイクルが短くなり製品
の多様化が進むと、ソフトウエアはますま
す複雑になって行きます。

AUTOSAR開発パートナーシップ
AUTOSAR（AUTomotive Open System 
ARchitecture）と呼ばれる業界団体は、標準
化された電気／電子（E/E）アーキテクチャコ
ンセプトを共同開発して一般公開する目的
で設立されました。dSPACEは、2004年 4月
にプレミアム会員としてAUTOSARに加盟し、
アーキテクチャを構成する各要素の仕様策
定作業に積極的に関わっています。

Nexus 5001™ Forum 
Nexus 5001 Forumは、あらゆる種類の制
御アプリケーションにおける組込みプロ
セッサインターフェース向け世界標準規格
を策定する目的で設立されました。dSPACE
は Nexus 5001 Forumの運営委員会の一員
です。dSPACEの関連製品群は Nexus 5001
規格に準拠しています。

このような状況の中で、当社のツールが現
在の業界標準規格をサポートしているの
は当然のことです。また新しい規格の最適
化についても積極的に取り組んでいます。
dSPACEは複数の標準化団体の活動的な
メンバーで、当社の製品群はその仕様に
準拠しています。
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dSPACE：ASAM設立メンバー
1998年、欧州の代表的な自動車関連企業
が、カーエレクトロニクス分野のコスト削減
と開発期間短縮を目的として ASAM e.V.を
設立しました。dSPACEは ASAM e.V.の設
立メンバーのうちの 1社で、1996年には
既に設立準備活動に参加していました。
ASAMの目的は、データ交換インターフェー
スを標準化することと、開発プロセスで
使用されるソフトウエアコンポーネントや
ハードウエアコンポーネント間のメーカー
に依存しない互換性を確保することです。
現在 ASAM e.V.には Audi、Bosch、BMW、
Daimler、GM、Porsche、Renault、VWなど
有名な企業が加盟しています。

FlexRayコンソーシアム 
FlexRayコンソーシアムは、自動車メーカー、
半導体メーカーおよび電装メーカーが新し
いバスシステムを共同開発する目的で設立
した企業連合です。このバスシステムは、あ
らかじめ決められたスケジューリングに基
づいて確実に伝送、耐障害性が高い、タイ
ムトリガ型である、データ転送速度が速い、
といった特徴を持ち、先進的な自動車制御
に使用されます。dSPACEは、FlexRayの設
立当初からのメンバーであり、アソシエイト
メンバーとして、FlexRay規格に準拠した各
種のソフトウエアとハードウエアを既に開発
しています。

JasPar（Japan Automotive 
Software Platform Architecture）
JasParは日本の自動車メーカーとサプライ
ヤのコンソーシアムで、自動車のソフトウエ
アテクノロジの促進と開発費用の削減を目
的としています。車載 LAN、ミドルウエアお
よびソフトウエアプラットフォームなどの要
素技術を日本企業各社で協調して開発して
います。JasParは、日本自動車業界を代表
して国際標準化団体に参加し、世界標準の
発展に寄与しています。dSPACEは 2006年
から JasParコンソーシアムのメンバーになっ
ています。
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人材が支える dSPACEの成長
A Team That Grows as Needs Grow

新たなチャレンジに対応するため dSPACE
は常に新しいソリューションを提供し続け
ています。当社が成長を続ける理由はそこ
にあります。従業員数はこの 5年間で倍に
なり、24ヶ国で構成される多国籍チームと
なりました。これは成功の証しの一つです。
現在 150ほどの新しいプロジェクトが計
画されています。しかし、このような成果を
成し遂げても、dSPACEが急成長できた
理由を忘れることはありません。それは私
たち社員の資質と経験です。dSPACEの
すべての従業員の 80%が、高いレベルの
資格を持った技術者、エンジニア、IT技術
者、科学者などです。

急成長市場において、企業はそこで働く
社員と運命を共にします。私たちは人材
が、最も重要な資産であることを知ってい
ます。そしてチームが会社と共に成長する
とき成功をつかむことができると考えてい
ます。それは社員数についても、技術的知
識についても当てはまります。そのために
dSPACEでは、社員が成長できるような
環境作りを行っています。そうすれば目標
を達成し、さらに先へと進むことができる
のです。
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「会社の将来的な発展について私はこう考えます。なすべきことが十分にある限
り、会社は直線的に拡大していくでしょう。課題が大きくなるにつれ、私たちもまた
成長していく。新たな要求が生まれると、私たちはそのソリューションを提供する。 
私たちはこのようにして継続的に発展していけると思っています」

dSPACE創立者、社長 Dr. Herbert Hanselmann

21
人材が支える dSPACEの成長
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次の世代へ
Encouraging Tomorrow's Innovators Today

今日の革新的な企業は、人材に関して大き
な課題を抱えています。将来的に十分なエ
ンジニアを確保できるのか、次の世代は必
要な新しい技術を身につけているのだろう
か、と自らに問いかけます。dSPACEでは、
座して待つのみではありません。私たちは
行動します。

当社ではProMINTイニシアチブを2008
年に開始し、科学技術上の問題や仕事に
興味をもつ学生を支援・奨励しています。 
ProMINT（Pro Mathematics, Infor-
matics, Natural Sciences, Technol-
ogy）は、「数学、情報科学、自然科学、工
学」を表しています。ドイツ本社では Pro-
MINTを通じて、学校での共同プロジェク
ト、Young Scientists competitionへの 

参加者の支援、高校卒業者への奨学金、
機械工学、コンピュータサイエンス、電子
工学の学部学生の学資援助などさまざま
な方法で学業の奨励を開始しました。将
来的に発展しようと思えば、良いチーム
が不可欠であり、良いチームを作るために
は、早くから準備を整えるしかない、とい
うのが当社の考え方です。
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制動時のエネルギーを蓄積し、加速時に
放出してアシストするハイブリッド自転車。
パーダーボルンの 3人の学生と物理の担
当教師が、この斬新でエキサイティングな
アイデアにより、地域の Young Scientists 
Competitionで最優秀賞を受賞しました。
dSPACEは、このプロジェクトに必要な部
品やツールの購入資金を提供し、若いエン
ジニアを支援しました。これは dSPACEの
ProMINTイニチアチブの一環で、大学レベ
ルで学生の科学および工学の研究を奨励
することを目的としています。

若いエンジニアへの dSPACEの助成金制度は、 
ドイツのメディアで大きく取り上げられました。
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社会への貢献
Talent Meets Technology

すばらしいアイデアは、何かを始める際の
良いきっかけとなりますが、それを考え出
すだけでは十分ではありません。実行に移
すことが重要です。そこで dSPACEは、若
いエンジニアが理論から実践へ第一歩を踏
み出すことができるように支援しています。
彼らの中からdSPACEの将来を担う人が
現れるかもしれません。

たとえば Formula Student Germanyを
例にあげると、ここでは学生のチームが
レーシングカーを制作し、世界中のチーム 

と競います。最速の車を造ったチームが勝
利を収めるわけではありません。若いエン
ジニアたちは、設計や性能、財政プラン、
セールスポイントなどトータルな企画を提
出して説得力を発揮する必要があります。

大きな未来像を描く先端企業として、私た
ち全員がこのようなアイデアを大切にして
います。そして量産車やF1レーシングカー
に使用されているのと同じ dSPACE製品
を提供することによって、このアイデアを
支援しています。

パーダーボルン大学、UPBracingTeam



Encouraging the Desire to Win
dSPACEで勝利を目指す： 
MicroAutoBoxや TargetLinkなどの製品は、
Formula Studentチームがトップに立つこと
を支援します。しかし単に速く走る以上の

ものを、そこから得ることができます。多く
の学生にとって、これが事業用ハイテク製
品に触れる初めての機会となり、実際にそ
れを使用してみる好機ともなります。

ハイテク技術を使って参戦：Formula Studentの数チームが dSPACEの製品を使用して
フォーミュラレーシングカーを設計し、他の若いエンジニアとの競争に勝利しました。

Ecurie Aix、RWTH Aachen Universityの Formula Studentチーム BAエンジニアリングチーム、University of Cooperative  
Education、シュトゥットガルト

25
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dSPACE活動拠点
dSPACE Worldwide

本社
dSPACE GmbH（ドイツ、パーダーボルン） 
プロジェクトセンター：シュトゥットガルト、
ミュンヘン

子会社
米国： dSPACE Inc.（デトロイト）
フランス： dSPACE SARL（パリ）
イギリス： dSPACE Ltd.（ケンブリッジ）
日本：  dSPACE Japan 株式会社  

（東京、名古屋）
中国：  dSPACE GmbH上海オフィス  

（上海）

販売代理店
オーストラリア：シドニー
ブラジル：サンパウロ
中国：北京
チェコ共和国およびスロバキア：プラハ
インド：バンガロール
韓国：ソウル
オランダ：ロッテルダム
ポーランド：クラカウ
スウェーデン：ストックホルム
台湾：台北

dSPACE製品の地域別の導入状況

ドイツ

その他

アメリカ

日本

EU

dSPACE Japan株式会社
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設立： 2005年9月7日
役員： 代表取締役社長 有馬 仁志
資本金： 2,500万円（2006年1月現在）
主な株主： dSPACE GmbH (100%出資)
取引銀行： 三井住友銀行株式会社

日本支社所在地
（本社）
〒140-0001 東京都品川区北品川4-7-35 
御殿山トラストタワー10階
Tel： 03 5798 5460
Fax：03 5798 5464       

（中部支店）
〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦1-6-5 
名古屋錦シティビル7階
Tel： 052 220 5155
Fax：052 220 5156  

dSPACE GmbH（パーダーボルン）

1988年の設立以来、ドイツ北西に位置す
るパーダーボルン（人口 14万 4000人）
に dSPACE本社があります。有名な大学
と主要なコンピュータ企業があり、パー
ダーボルンは新しいアイデアを生み出すの
に適した場所となっています。私たちはこ
のコミュニティに参加し、同じようにして世
界と関わっています。

dSPACEは今ではグローバル企業となりま
した。世界が私たちの市場です。当社のお
客様の多数がグローバル展開されており、
協力関係は国境を越えて広がっています。 
dSPACEは、ドイツの本社と 2ヶ所の 

プロジェクトセンターに加え、フランス、米
国、英国、日本、中国に子会社があります。 
その他の地域では、販売代理店が dSPACE
製品のグローバル展開と迅速な対応をサ
ポートします。今日 dSPACEは国際チーム
となり、協力して作業に取り組んでいます。
24ヶ国からのチームが互いにアイデアを
交換し、学び合い、エンジニアは現地でお
客様とともに作業します。最新のビジネス
マネジメントが国境を越えるプロジェクト
を管理します。
世界中で、dSPACEはお客様のパートナー
としてご満足いただけることを確信してい
ます。

dSPACE Japan株式会社のご紹介
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www.dspace.jp

日本
dSPACE Japan 株式会社

（本社）
〒 140-0001
東京都品川区北品川 4-7-35
御殿山トラストタワー 10階
Tel.: 03-5798-5460
Fax: 03-5798-5464
info@dspace.jp

（中部支店）
〒 460-0003
名古屋市中区錦 1-6-5
名古屋錦シティビル 7階
Tel.: 052-220-5155
Fax: 052-220-5156

ドイツ本社
dSPACE GmbH 
Technologiepark 25 
33100 Paderborn
Tel.: +49 5251 16 38-0 
Fax: +49 5251 6 65 29 
info@dspace.de

米国およびカナダ
dSPACE Inc.
50131 Pontiac Trail
Wixom . MI 48393-2020 
Tel.: +1 248 295 4700
Fax: +1 248 295 2950
info@dspaceinc.com

中国
dSPACE GmbH Shanghai  
Representative Office 
Jinlinghaixin Building 13A 
No. 666, Fuzhou Road 
2000001 Shanghai 
P.R. China 
Tel.: +86 21 6391 7666 
Fax: +86 21 6391 7445 
infochina@dspace.com

フランス
dSPACE Sarl 
Parc Burospace . Bâtiment 20 
Route de la Plaine de Gisy
91573 Bièvres Cedex
Tel.: +33 1 6935 5060 
Fax: +33 1 6935 5061 
info@dspace.fr 

イギリス
dSPACE Ltd. 
Unit B7 . Beech House
Melbourn Science Park
Melbourn
Hertfordshire . SG8 6HB
Tel.: +44 1763 269 020
Fax: +44 1763 269 021
info@dspace.co.uk


